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最初の生物化石: 　34億6500万年前
Cyanobacteria=Blue-Green Algae
　　最初の生物以後、20億年近く酸素の蓄積が続いた
　（1gのシアノバクテリア　理想的条件　→　40年で現在の地球上の酸素を生産）
原始生命の誕生:  46-35億年前

coacervate　　marigranule
細胞内共生と生物の複雑化

Lynn Margulis, 1981　細胞内共生説

　宿主原核生物（嫌気的細菌）　共生原核生物（好気的細菌）
　　→　真核生物の誕生

単細胞生物の多細胞化


  

　Haeckel, 1874：細胞生物のクローンの集合体

　Hadzi, 1963：　多核生物の存在と多細胞化
動物の系統（分子系統による動物の系統）
　　18S rRNA の分子系統樹：扁形動物の独自性；軟体・環形が節足と区別
Cambrian Explosion:   5億7000万年前 
　化石に残る無脊椎動物の爆発的出現
陸上への進出:   3億6000万年前
　　3億6000万年前：水中の魚形脊椎動物の繁栄（甲冑魚・肺魚・軟骨・硬骨魚類）

　　2億5000万年前： （中生代）恐竜繁栄

　　6500万年前：　　（新生代）ほ乳類繁栄

海に生きる古代生物

 ウミユリ（古生代カンブリア紀）
 オウムガイ（カンブリア紀）
オキナエビス（カンブリア紀）
シーラカンス（デボン紀）
カブトガニ（中生代ジュラ紀）

海の基礎データ


広さ：3.61x108km2(70.8%)


容積：1.32X109km3


最深部：10924m（太平洋，マリアナ海溝）（最深部の水圧：1092気圧）


水温：0〜30℃（-1.91℃で凍結）


光合成が可能な最大深度=200m

基礎生産の主体は植物プランクトン（P/B比が極めて高い：陸上の50-600倍）

基礎生産は沿岸域で高い

海洋での基礎生産は陸域と同等

食物連鎖は陸上生態系より多様；二次生産が非常に高い（全地球動物の80％）

　汚染物質の影響を受けやすい
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１．水と生命

1-1.人も結局水の中

　体重60kg：40kgまで水；残り＝タンパク10kg，脂肪数kg，Ca, 鉄など無機質少々

　様々な物質を取り込み，物理・化学処理して放出；食塩・糖・アルコール・酵素・蛋白・核酸


これだけ多様な物質を溶かせるの（溶媒）＝水

　細胞内の水：高分子化合物の溶けた濃い溶液（構造化）

　細胞外の水：血液など溶液として栄養や老廃物を運搬


血液は腎臓で浄化（１日180リットル），1.5リットルが尿

　皮膚＆呼気：約0.9リットル蒸発；

毎日2.5リットルの水を補給(飲み水60%; 食物30; 消化分解10)

1-2.海で遭難しても海水は飲めない

　人間の腎臓（１日180リットルの血液を処理）がつくる尿：


血液の1/10〜数倍の塩分＝海水の2/3倍の塩分濃度


ラクダでの血液：10倍の塩分濃度（砂漠の高塩分植物を食べる）


淡水魚：たくさんの薄い尿　←　浸透圧に耐える
海水魚：鰓＆尿で塩分排出


サメ・エイ：体液中の尿素　→　浸透圧を調整

（海に戻った生き物たち）


ヒゲクジラ：塩分の濃い尿（食物と一緒に海水が入る）

ハクジラ：尿素の濃い尿（餌の魚は海水の1/3の塩分）


ウミガメ：目の近くに塩類腺　　海鳥：目の上のこぶ＝塩類腺

1-3.大木のポンプ

1-4.海藻＝培地に漂よう光合成細胞塊

　　海藻：根も（蒸散する）葉も導管もない 葉状部：blade　　柄（茎）：stipe　　付着器：holdfast

　　Giant Kelp 　Macrocystis pyrifera　長さ：100m　1日50ｃｍ以上成長


付着器＝塊状　　気体の入った浮きによって水面へ伸びる

2．生物と水環境の関係

2-1.生物にとっての水中環境：自由な三次元空間

　水柱（水の中の三次元空間）の生物：甲殻類・貝類・魚類・クジラ類

　　常時空中（陸）の生物＝微生物？

　　水柱では重力の束縛から解放　→　大きさと強度の制約がない

　　シロナガスクジラ：雌で最大33.5ｍ，重量190ｔｘ陸上のゾウ（化石恐竜）は小さい

　構造上の制約も少ない：クシクラゲは時に長さ100ｍを超える

　デザインも奇抜：タコ・イカは序の口，消化管のない動物もいる

2-2.水生生物の生態的区分

2-2-1.プランクトンplankton

3-2-2.ネクトンnekton：遊泳生物：水の流れより自らの運動力の方が大きい生物

3-2-3.ベントスbenthos：底に棲む者たち（底棲生物）


表生ベントスepibenthos：
固着・定在生物　海藻・珊瑚・巻き貝


内在性ベントスendobenthos：
穿孔・掘削型　　ゴカイ・二枚貝


砂の間に棲む生物mesopsamon(interstitial commulnity):小型軟体類・扁形動物


硫化物生物群集thiobiose(sulfide community):硫化物の発生する場所の繊毛虫類

浮遊と底棲の中間planktobenthos：扁形動物の一部

3-2-4.ニューストンneuston：水面だけに見られる生物たち


水表上生物群集epineuston：
大気中にいて，足の先端が水に接触：アメンボ


水表下生物群集hyponeuston：
水面直下の水中で生活：アサガオガイなど


　水中浮遊：ホンダワラなどの流れ藻
水面に懸垂：アオミノウミウシ


　浮きfloatに垂下：アサガオガイ類　他物に付着：オキナガレガニ，カルエボシ


挺水生物群集pleuston：水面の両側に生息：カツオノエボシ，トビウオ
4.　海洋環境
　地球のデコボコをならして平地を造成　→　水深2400mの深海になる

　地球の70%以上：海
　海の92％：200m以深（深海）　深海の主要部分：　ほぼ水深4000mの平原

　全地球の水　1.4107ｘ109km3　海水：1.3198ｘ109km3（97.2％）　陸水：地球上の2.8％

地球温暖化と二酸化炭素の収支：海洋が最重要
　海洋での二酸化炭素吸収生物

　二酸化炭素のリザーバー（貯蔵庫）　　海洋：39兆トン；　化石燃料：
5〜10兆トン；

　　　　　　　土壌： 1兆5000億トン；大気： 7500億トン；陸上生物： 5500億トン

海洋（水圏）環境への人間活動のインパクト

　汚染：石油汚染，有機汚染，化学合成物質，重金属，温排水，産業廃棄物，核廃棄物

　海洋生物の生息場所の破壊：干潟，マングローブ林，サンゴ礁，内湾浅海

　絶滅に瀕する生物：海産ほ乳類，魚類，ウミガメ類，無名の生物

　移入される生物：養殖業関連，船舶による輸送，悪しきマナー

石油汚染

　石油流出（事故）：ナホトカ号　1997年1月2日　Ｃ重油　約19,000kl積載

　日本海隠岐島北北東約100km乗組員：32名　油の防除費用（1997年2月速報）：約178億円

  1999年12月17日　原告：国および海上災害防止センター  被告：船主と保険契約会社
   油濁損害金：国全体　約15億円：防衛庁・運輸省，海上保安庁・建設省

 その他，有名なタンカー事故：Amoco Cadiz (230,000t)；Exon Valdez(35,000t)

 石油流出のパターン：市民生活からの流出，タンカー事故，自然のしみだし，船舶からの排出，



製油所からの流出，河川からの流出，掘削リグの事故

環境への人工化学物質の侵入：残留性有機汚染物質　POPs　Persistent Organic Pollutants

  DDT：殺虫剤，シラミ退治，防疫対策；難分解性，人畜汚染

   1971年農薬登録失効；国内総生産量約156,000t

  PCB：変圧器等，熱媒体用，感圧紙用；不燃性，化学的に安定，難溶性

   1972年製造禁止；国内で約60,000t (世界で120万t) 生産

   1968年(昭和43年)のブロイラー中毒（鹿児島）

   1968年(昭和43年)の「カネミ油症事件」(福岡)

　水俣病：日本窒素水俣工場アセトアルデヒド生産（1952-1968）水銀触媒200-600ton垂れ流し


認定患者など5000人以上被害

　重金属汚染他による被害者数：　水銀汚染：水俣病　水俣939人，阿賀野川361人；

　カドミウム汚染：イタイイタイ病　神通川　9人；
　工場その他排気：四日市喘息被害者605人

　砒素中毒： 宮崎県　土呂久
被害者　73人

浅海域の喪失　←　埋め立て等公共事業＝土建業振興（構造的環境破壊システム）

 1977年　第1回全国干潟・藻場・サンゴ礁調査
55,419haの干潟

 1990年　第2回調査


51,443haの干潟

      消失原因）埋め立て：1671ha
浚渫：432ha  干拓：84ha  その他：1789ha


1997年諫早湾の干拓　干潟部分のみ：1860ha（仕切られた遊水池を含め3550ha）
絶滅に瀕する生物たち：歴史の見直しと反省が不可欠

 ベーリング海のステラー海牛　Hydrodamalis gigas　体重10t以上，海藻食

 欧米の捕鯨船の食料，最良のビーフ並の味

 学界は1741年に存在を確認，1768年最後の生存個体の確認　以後、絶滅

 捕鯨：捕鯨船の補給基地のため日本開港を要求した米国

移入される生物

 欧米に入った日本の海産生物：クルマエビ，フタバベニツケガニ，ハハキモク

 海藻：　北米にタンカーの船倉や付着によって移送

   日本の牡蠣（＆ホンダワラ類）：ヨーロッパに養殖用として移入され，海岸に侵入
ブラックバスとブルーギル：日本固有の陸水生態系を破壊する違法移入魚

   オオクチバス　Micropterus salmoides；コクチバス　Micropterus dolomieu

   ブルーギル　　Lepomis macrochirus

   日本在来種：ワカサギ、小ブナ、ホンモロコ、ニゴロブナ激減 →　琵琶湖などでは
                    漁業に深刻な影響，伝統的料理（固有文化）の崩壊

＊バス・ギルの徹底駆除が必要

＊キャッチ＆リリースはエゴイストの悪癖！何度も釣り針にかける＝動物虐待

＊他の水系に持っていくのは犯罪行為：釣り具メーカーのバックアップ？

汚染と環境破壊（明治日本の田中正造＆60年代米国のレーチェルカーソンに学べ！）

＜田中正造＞

足尾銅山鉱毒事件：古川鉱業足利銅山が操業，明治12年以後廃棄物を川に

 明治23年8月の大洪水で鉱毒被害が顕在化  渡良瀬川流域30万人の農民・漁民が被災

 明治34年12月10日　田中正造は明治天皇に救済を直訴

 正造の治水論：農業は本来氾濫原で発達：世界の４大文明は巨大河川の氾濫域の農業国家

「既往35・6年前まで渡良瀬川に天災無し．水源山々は徳川氏の植付百年の森林にて，山沢は昼なお暗きまでに繁り，山間の渓流まで数種の魚類棲みたり．たまたま大雨あれば，樹下落葉肥土随時に流れ出て田園を培（つちか）えり．さればこれを名づけて天与と言い、ために洪水を祝せり……..」
＜レーチェルカーソン＞

 1907年ペンシルバニア生まれ　25才で学位，ジョンズ・ホプキンス大学で動物学専攻

  米国漁業局勤務　海洋生物に関する随筆執筆，農薬（殺虫剤・殺菌剤）の薬禍を告発

  人間の合成した化学薬品の自然界での毒性を告発；合成化合物の生態系濃縮を長期残留を指摘

DDT：殺虫剤：有害な生物を排除，媒介感染症：ノミ・シラミ・ナンキンムシ・チフス


殺虫剤：催奇性＆蓄積→死に至る

「生と死の妙薬（沈黙の春）」1962　冒頭の寓話から

「アメリカの奥深く分け入ったところに、ある町があった。生命あるものはみな自然と一つだった。町のまわりには豊かな田畑が碁盤の目のようにひろがり,,,,,,ところがある時どういう呪いを受けた訳か、暗い陰があたりにしのびよった。いままで見たことも聞いたこともないことが起こりだした。若鶏はわけのわからぬ病気で死にかかり、牛も羊も病気になって死んだ……自然は沈黙した。うす気味悪い。鳥たちはどこへ行ってしまったのか。」

現代農業でも田中・カーソンの原点を常に学ぶ必要

 アメリカ流の功利主義・効率論への反論

  →　欧州では巨大資本からの束縛を避け、消費者と生産者が結びつく運動が活発

  経済優先政策との矛盾（安い中国野菜　ｘ　宮崎などの地域農業）

品質評価と現代社会

  現代農学＝ 甘く，酸っぱくない野菜はおいしい（糖度計などによる評価）

             形のいい野菜（品質管理は工業製品並？）

  現代の消費者＝ 多様な味覚を要求？おいしいトマトとは？


       見てくれの悪い有機野菜は高くてもよく売れる

 有機農業による生産性の低下　ｘ　人口増加の食料確保

 単一の方法・理念の過信　　　ｘ　多様な生産様式・文化
